
韓非子解題
小柳司気太

青空文庫



目
次

昭
和
三
十
三
年
一
月

3

昭
和
三
十
三
年
四
月

19

昭
和
三
十
三
年
五
月

22

昭
和
三
十
三
年
六
月

35

昭
和
三
十
三
年
七
月

57

昭
和
三
十
三
年
八
月

67

昭
和
三
十
三
年
九
月

79

昭
和
三
十
三
年
十
月

90

昭
和
三
十
三
年
十
一
月

104

昭
和
三
十
三
年
十
二
月

111



　
　
　
　
　
第
一
　
韓
非
の
傳

　
本
書
の
著
者
韓
非
は
、
韓
の
公
室
の
一
族
な
り
。
其
の
人
と
な
り
、
吃
に
し
て
辯
説
に
拙
な
れ
ど
も
、
文
筆

に
長
ず
。
李
斯
と
與
に
荀
卿
の
門
に
學
ぶ
。
李
斯
其
の
才
能
の
及
ば
ざ
る
を
以
て
窃
か
に
之
を
畏
る
。
當
時
の

氣
運
は
、
既
に
戰
國
一
統
の
任
務
を
、
秦
に
與
へ
た
る
の
時
に
し
て
、
韓
國
は
日
に
侵
略
せ
ら
れ
、
其
危
き
こ

と
累
卵
の
如
き
状
態
な
り
。
然
る
に
韓
王
（
名
は
安
）
は
法
制
を
明
か
に
し
て
、
臣
下
を
御
す
る
こ
と
能
は
ず
、

其
の
外
交
政
略
は
、
徒
ら
に
合
縱
連
衡
の
説
客
に
動
か
さ
れ
て
、
一
定
の
方
針
な
し
。
韓
非
之
を
傍
觀
す
る
に

忍
び
ず
、
數
ば
書
を
上
り
て
之
を
諫
め
た
れ
ど
も
、
用
ひ
ら
れ
ず
。
是
に
於
て
孤
憤
、
五
蠧
、
説
難
諸
篇
す
べ

て
五
十
餘
篇
を
著
は
す
。
其
文
詞
雄
健
峭
直
に
し
て
、
頗
る
人
情
の
機
微
を
穿
ち
、
時
勢
の
肯
綮
に
適
す
。
秦

王
（
始
皇
帝
）
偶
〻
之
を
覽
て
、
大
に
其
才
を
賞
嘆
し
て
曰
く
、
寡
人
も
し
此
人
と
與
に
遊
ぶ
を
得
ば
、
死
す

と
も
恨
み
ず
と
。
是
に
於
て
兵
を
發
し
て
韓
を
攻
む
。
韓
王
始
め
て
非
の
言
の
虚
な
ら
ざ
る
を
知
り
、
之
を
秦

に
派
遣
し
て
、
交
渉
の
人
に
當
ら
し
む
。
秦
王
之
を
悦
び
た
れ
ど
も
、
外
人
な
れ
ば
未
だ
十
分
に
信
用
せ
ず
。

然
る
に
李
斯
以
爲
へ
ら
く
、
韓
非
も
し
重
用
せ
ら
る
ゝ
と
き
は
、
自
己
の
地
位
を
奪
ふ
に
至
る
べ
し
と
。
乃
ち

姚
賈
と
與
に
韓
非
を
讒
し
て
曰
く
、
大
王
は
韓
非
を
悦
ぶ
も
、
本
と
是
れ
外
國
の
臣
な
り
、
豈
に
我
秦
の
爲
に

利
を
計
る
も
の
な
ら
ん
や
、
さ
り
と
て
之
を
本
國
に
追
ひ
歸
へ
さ
ば
、
我
秦
の
状
況
を
泄
ら
す
に
至
る
べ
し
、

法
律
に
照
し
て
之
を
誅
す
べ
し
と
。
（
姚
賈
と
韓
非
と
の
關
係
は
戰
國
策
秦
策
下
を
見
よ
）
秦
王
之
を
聽
き
て
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獄
に
下
し
、
其
罪
跡
を
審
判
せ
し
む
。
韓
非
自
ら
陳
疏
せ
ん
と
す
る
も
、
李
斯
は
之
を
隔
て
て
上
聞
に
達
せ
し

め
ず
、
且
つ
毒
藥
を
遣
り
て
其
自
殺
を
諷
す
。
秦
王
後
に
悔
い
赦
命
を
下
し
し
も
、
韓
非
す
で
に
死
し
た
り
。

其
年
月
詳
か
な
ら
ず
と
雖
も
、
大
略
秦
王
の
十
三
年
頃
に
し
て
、
西
暦
紀
元
前
二
百
三
十
四
年
に
當
る
。

　
　
　
　
　
第
二
　
韓
非
子
の
由
來

　
前
述
の
如
く
、
韓
非
は
孤
憤
以
下
十
餘
萬
言
を
著
す
、
之
を
韓
非
子
又
韓
子
と
稱
す
。
漢
書
の
藝
文
志
に
五

十
五
篇
と
な
し
、
史
記
本
傳
の
正
義
に
は
、
阮
孝
緒
の
七
略
を
引
い
て
、
二
十
卷
と
な
す
、
今
の
通
行
本
二
十

卷
五
十
五
篇
と
相
合
す
。
但
し
最
初
の
初
見
秦
、
存
韓
及
び
卷
末
の
忠
孝
、
人
主
、
飭
令
す
べ
て
五
篇
は
、
學

者
或
は
韓
非
の
筆
に
非
ず
と
な
す
。
初
見
秦
の
文
は
戰
國
策
秦
策
に
載
せ
た
る
張
儀
の
建
言
と
、
大
同
小
異
な

る
も
、
文
中
に
は
張
儀
以
後
の
事
實
あ
れ
ば
、
果
し
て
同
人
の
筆
な
る
や
明
か
な
ら
ず
。
故
に
或
は
曰
く
、
是

れ
韓
非
が
先
づ
秦
王
の
歡
心
を
得
ん
が
爲
に
上
り
た
る
者
に
し
て
、
存
韓
に
於
て
、
始
め
て
其
の
眞
意
を
發
揮

し
た
る
も
の
な
り
と
。
之
を
要
す
る
に
此
二
篇
は
趣
旨
に
於
て
矛
盾
し
、
且
つ
篇
末
に
「
詔
以
韓
客
之
所
上
書

云
云
」
の
敍
事
あ
り
て
、
李
斯
が
之
に
對
す
る
駁
論
を
も
併
載
せ
し
者
な
れ
ば
、
後
人
の
補
綴
に
出
で
た
る
こ

と
明
か
な
り
。
又
忠
孝
篇
は
老
子
一
派
の
説
を
駁
撃
し
て
、
韓
非
子
の
持
論
と
相
合
せ
ず
、
人
主
篇
は
韓
非
子

の
諸
篇
を
割
裂
補
綴
し
、
飭
令
篇
は
商
子
靳
令
篇
と
同
じ
、
故
に
全
篇
中
信
ず
べ
き
者
は
五
十
篇
な
り
。
本
書

は
始
め
て
宋
の
乾
道
元
年
に
於
て
刻
せ
ら
れ
た
る
者
を
善
本
と
な
す
、
元
の
何
※
本
は
、
其
二
篇
を
佚
し
、
明

4韓非子解題



の
趙
用
覽
に
至
り
、
更
に
宋
本
を
得
て
、
缺
を
補
ひ
誤
を
正
し
て
舊
本
に
復
し
た
り
。
註
釋
書
は
近
人
王
先
愼

の
韓
非
子
集
解
出
づ
る
ま
で
は
、
支
那
に
於
て
も
觀
る
べ
き
者
な
し
。
然
る
に
我
邦
に
在
り
て
は
荻
生
徂
徠
の

讀
韓
非
子
、
太
田
方
の
韓
非
子
翼
毳
、
蒲
坂
圓
の
増
讀
韓
非
子
、
韓
非
子
纂
聞
等
皆
學
者
の
參
考
に
供
す
る
に

足
る
。
荻
生
氏
の
著
は
刻
本
多
き
を
以
て
得
易
き
も
、
太
田
蒲
坂
兩
氏
の
著
は
、
是
ま
で
稀
覯
の
稱
あ
り
。
近

時
富
山
房
の
漢
文
大
系
を
編
す
る
や
、
服
部
博
士
之
を
校
訂
し
て
、
始
め
て
世
に
流
布
す
る
に
至
れ
り
。
其
他

藤
澤
南
岳
の
韓
非
子
全
書
、
津
田
鳳
卿
の
韓
非
子
解
詁
、
松
平
康
國
氏
の
韓
非
子
國
字
解
皆
な
善
本
に
し
て
、

初
學
者
の
階
梯
と
爲
す
に
足
る
。

　
　
　
　
　
第
三
　
韓
非
子
の
思
想

　
韓
非
子
は
支
那
哲
學
史
上
に
於
て
法
家
に
屬
す
る
の
人
な
り
。
（
法
家
の
事
に
就
て
は
本
叢
書
管
子
の
解
題

を
見
よ
）
其
思
想
は
實
に
史
記
の
本
傳
に
論
ぜ
し
如
く
「
刑
名
法
術
の
學
を
喜
み
て
其
の
歸
は
黄
老
に
本
づ
く
」

の
數
言
に
出
で
ず
。
今
之
を
論
ず
る
に
先
だ
ち
て
、
少
し
く
當
時
の
状
況
を
述
べ
ん
と
す
。 

支
那
戰
國
時
代

は
周
室
の
法
典
制
度
全
く
崩
壞
し
、
門
閥
の
積
威
も
自
ら
衰
へ
、
各
國
各
人
皆
な
實
力
を
以
て
競
爭
す
る
の
状

況
な
り
。
且
つ
又
當
時
の
列
國
は
、
外
交
問
題
常
に
重
要
な
る
位
置
を
占
め
、
如
何
な
る
國
も
皆
之
に
苦
慮
焦

心
せ
ざ
る
は
な
し
。
是
に
於
て
か
蘇
秦
張
儀
以
來
の
合
縱
連
衡
は
、
各
人
に
よ
り
唱
道
せ
ら
る
、
之
を
遊
説
の

士
又
は
説
客
と
い
ふ
。
此
等
の
説
客
は
一
定
の
君
主
な
く
、
朝
に
楚
に
仕
ふ
る
も
夕
に
は
趙
に
臣
た
り
。
其
目
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的
は
唯
自
己
の
富
貴
權
力
に
し
て
、
其
の
眼
中
國
利
な
く
民
福
な
し
。
其
の
太
甚
し
き
者
に
あ
り
て
は
、
間
牒

と
な
り
、
或
は
僞
り
て
諸
國
の
臣
と
な
る
、
張
儀
の
楚
に
於
け
る
が
如
き
は
、
其
の
適
例
な
り
。
然
る
に
當
時

の
人
主
は
多
く
暗
愚
に
し
て
一
定
の
識
見
な
く
、
徒
ら
に
彼
等
の
博
辯
宏
辭
に
欺
か
れ
て
、
政
策
を
變
更
し
、

遂
に
大
事
を
誤
る
に
至
る
。
更
に
彜
倫
道
徳
の
方
面
を
見
る
に
、
臣
に
し
て
君
を
簒
ひ
、
子
に
し
て
父
を
弑
す

る
者
、
日
に
益
多
く
、
如
何
な
る
諸
侯
の
宮
庭
に
も
暗
鬬
行
は
れ
ざ
る
な
し
。
臣
下
は
徒
だ
君
主
の
意
を
迎
へ

て
、
其
の
厚
祿
重
賞
を
貪
り
、
機
會
に
乘
じ
て
其
の
國
家
を
簒
奪
せ
ん
と
欲
す
。
田
氏
の
齊
に
於
け
る
、
子
之

の
燕
に
於
け
る
、
其
適
例
に
し
て
、
忠
義
の
觀
念
は
全
く
拂
ひ
去
ら
れ
、
唯
だ
利
あ
れ
ば
從
ひ
、
利
な
け
れ
ば

去
る
の
風
な
り
。
又
社
會
の
師
表
と
な
り
、
風
紀
を
維
持
す
べ
き
儒
者
墨
者
の
徒
は
、
唯
だ
堯
舜
時
代
の
古
典

を
主
張
し
、
仁
義
を
喋
喋
す
、
是
れ
恰
も
盜
賊
に
對
し
て
正
廉
慈
善
を
説
か
ん
と
一
般
な
り
。
其
言
う
所
美
な

る
も
、
實
効
の
擧
ら
ざ
る
を
如
何
せ
ん
。
然
る
に
君
主
多
く
之
を
知
ら
ず
し
て
、
徒
ら
に
其
言
論
を
喜
び
、
虚

名
を
慕
ひ
、
仁
義
忠
孝
を
以
て
實
際
に
有
效
な
り
と
す
、
迂
闊
亦
太
甚
し
と
い
ふ
べ
し
。
韓
非
子
は
平
生
此
等

の
事
實
を
熟
知
し
た
れ
ば
、
自
ら
其
胸
中
に
、
第
一
、
説
客
辯
士
の
有
害
無
益
な
る
こ
と
、
第
二
、
學
者
の
高

務
に
馳
せ
て
、
實
論
に
暗
き
こ
と
、
第
三
、
臣
下
の
奸
妄
に
し
て
、
厚
祿
大
官
を
貪
る
こ
と
を
信
ず
。
然
ら
ば

則
ち
之
が
矯
正
策
は
如
何
に
す
べ
き
、
唯
だ
法
律
を
嚴
守
し
て
、
賞
罰
の
大
權
を
振
ふ
に
在
る
の
み
、
此
運
用

法
を
刑
名
法
術
と
い
ふ
。

　
第
一
、
刑
名
と
は
何
ぞ
や
。
刑
名
は
形
名
な
り
、
今
卑
近
な
る
一
例
を
擧
げ
ん
に
、
人
あ
り
、
君
主
に
建
言

し
て
曰
く
、
我
言
を
聽
か
ば
、
歳
入
一
千
萬
圓
を
増
加
せ
ん
と
。
是
れ
即
ち
名
な
り
、
論
な
り
。
君
主
之
に
財
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政
を
擔
當
せ
し
め
ん
に
、
果
し
て
其
の
言
の
如
く
、
實
効
を
擧
ぐ
る
と
き
は
、
之
を
刑
名
相
當
る
と
い
ひ
、
然

ら
ざ
れ
ば
刑
名
相
當
ら
ず
と
い
ふ
、
故
に
刑
と
は
實
行
な
り
、
事
實
な
り
。
而
る
に
相
當
ら
ざ
る
に
二
種
あ
り
、

一
は
則
ち
一
千
萬
圓
に
達
せ
ざ
る
こ
と
、
他
は
則
ち
之
を
超
過
す
る
こ
と
の
場
合
な
り
。
此
際
前
者
の
咎
む
べ

き
は
論
な
き
も
、
後
者
は
寧
ろ
其
成
績
優
良
な
れ
ば
、
之
を
賞
す
る
こ
と
、
常
理
な
る
べ
し
。
然
る
に
刑
名
學

よ
り
論
ず
る
時
は
、
後
者
と
雖
も
、
其
相
當
ら
ざ
る
に
於
て
は
同
一
な
れ
ば
、
齊
し
く
之
を
罰
す
。
又
茲
に
二

人
あ
り
、
一
人
は
文
部
大
臣
に
し
て
、
一
人
は
陸
軍
大
臣
な
り
。
然
る
に
後
者
も
し
職
務
を
怠
り
て
、
國
家
に

危
難
を
及
ぼ
さ
ん
と
す
る
場
合
に
、
前
者
は
之
を
傍
觀
す
る
に
忍
び
ず
、
代
り
て
其
事
務
を
補
助
す
る
事
あ
れ

ば
、
後
者
の
罰
す
べ
き
は
論
な
き
も
、
前
者
は
寧
ろ
臨
機
の
處
置
を
執
り
た
る
者
と
な
し
て
、
之
を
賞
す
る
こ

と
、
常
理
な
る
べ
し
。
然
る
に
刑
名
學
よ
り
論
ず
る
と
き
は
、
前
者
と
雖
も
之
を
罰
す
。
何
と
な
れ
ば
臨
機
の

處
置
即
ち
實
と
、
文
部
大
臣
と
い
ふ
名
と
相
一
致
せ
ざ
れ
ば
な
り
。
又
茲
に
法
律
の
正
文
あ
り
、
曰
く
「
人
を

殺
す
者
は
死
刑
に
處
す
」
と
、
然
る
に
同
一
の
殺
人
刑
と
雖
も
、
其
原
因
動
機
に
至
り
て
は
種
々
あ
る
こ
と
な

れ
ば
、
司
法
官
た
る
も
の
、
宜
し
く
之
を
調
査
審
斷
し
て
、
自
ら
輕
重
寛
嚴
の
差
等
を
設
く
る
こ
と
、
常
理
な

る
べ
し
。
然
る
に
刑
名
學
よ
り
い
ふ
と
き
、
其
の
原
因
動
機
の
何
た
る
を
問
は
ず
、
盡
く
一
律
に
之
を
判
し
て

死
罪
と
な
す
、
即
ち
法
律
の
正
文
な
る
名
と
、
殺
人
と
い
ふ
實
と
の
一
致
を
主
眼
と
す
れ
ば
な
り
、
之
を
刑
名

參
驗
又
は
刑
名
參
同
（
主
道
第
三
）
と
い
ふ
。

　
第
二
、
法
術
と
は
何
ぞ
や
。
第
一
、
法
は
法
律
に
し
て
、
國
民
臣
下
に
公
平
に
し
、
之
に
よ
つ
て
賞
罰
を
定

む
。
君
主
の
君
主
た
る
と
否
と
は
、
此
大
權
を
有
る
と
、
有
せ
ざ
る
と
に
在
り
。
君
主
は
一
人
に
し
て
、
臣
下
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は
多
數
な
る
も
、
な
ほ
一
は
命
じ
、
一
は
服
す
る
所
以
は
何
ぞ
や
、
他
な
し
、
賞
を
喜
び
罰
を
恐
る
れ
ば
な
り
。

君
主
に
し
て
之
を
失
す
る
と
き
は
、
虎
の
爪
牙
を
去
る
が
如
し
、
犬
猫
と
擇
ぶ
な
け
ん
。
（
二
柄
第
五
）
故
に

商
鞅
之
を
以
て
秦
國
を
治
め
、
大
に
治
績
を
擧
ぐ
。
第
二
、
術
と
は
君
主
が
臣
下
を
御
す
る
の
心
得
を
い
ふ
。

前
述
の
如
く
、
臣
下
は
常
に
君
主
に
迎
合
し
て
、
以
て
其
の
位
地
を
固
く
す
る
を
勗
め
、
苟
く
も
隙
あ
れ
ば
、

直
に
之
に
乘
じ
、
始
め
は
君
主
を
悦
ば
し
め
て
信
任
を
博
し
、
漸
次
に
其
大
權
を
竊
む
に
至
る
。
故
に
君
主
た

る
者
は
常
に
警
戒
し
て
臣
下
に
臨
み
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
應
用
し
て
、
其
の
正
邪
善
惡
を
洞
察
せ
ざ
る
べ
か
ら

ず
。
さ
れ
ば
君
主
も
し
文
學
を
好
め
ば
、
臣
下
た
と
ひ
之
を
好
ま
ざ
る
も
、
皆
詩
を
賦
し
文
を
作
る
。
君
主
も

し
撃
劒
を
好
め
ば
、
臣
下
た
と
ひ
之
を
嫌
ふ
も
、
皆
兵
を
談
じ
武
を
講
ず
、
萬
事
皆
然
り
。
世
の
人
君
之
を
知

ら
ず
し
て
、
眞
に
文
學
を
嗜
み
撃
劒
を
好
む
と
な
し
て
、
之
を
寵
任
し
、
遂
に
其
の
聰
明
を
擁
蔽
せ
ら
る
ゝ
に

至
る
。
故
に
人
君
た
る
者
は
、
其
の
好
惡
を
臣
下
に
示
す
べ
か
ら
ず
、
其
の
胸
中
を
臣
下
よ
り
見
す
か
さ
れ
ず
、

闇
々
冥
々
の
中
に
其
身
を
沒
し
去
り
、
唯
だ
臣
下
の
行
爲
如
何
に
よ
り
て
、
賞
罰
を
下
せ
ば
可
な
り
。
之
を
例

す
る
に
、
老
猫
の
猾
鼠
を
捕
ふ
る
が
如
し
、
先
づ
埋
伏
し
て
見
ざ
る
ま
ね
し
、
聞
か
ざ
る
ま
ね
し
、
以
て
其
の

跳
梁
を
俟
ち
、
疾
風
の
如
く
、
一
擧
に
之
を
咬
殺
す
る
は
老
猫
の
伎
倆
に
非
ず
や
。
韓
非
子
の
先
輩
た
る
申
子

は
、
す
で
に
之
を
用
ひ
た
り
。
之
を
要
す
る
に
法
術
の
二
者
は
、
相
須
つ
て
始
め
て
内
は
君
權
を
強
く
し
、
外

は
國
威
を
張
る
こ
と
を
得
。

　
其
三
、
黄
老
と
の
關
係
。
前
述
の
如
く
史
記
に
刑
名
法
術
を
以
て
黄
老
に
本
づ
く
と
な
し
し
は
如
何
。
黄
老

（
即
ち
今
日
の
老
莊
に
同
じ
、
秦
漢
時
代
に
て
黄
老
と
い
ふ
）
の
説
に
は
、
虚
無
因
應
を
主
と
す
。
以
爲
へ
ら
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く
耳
目
の
慾
を
黜
け
、
學
識
知
能
を
絶
ち
、
靜
か
な
る
こ
と
秋
水
の
如
く
、
明
か
な
る
こ
と
明
鏡
の
如
き
心
も

て
世
に
處
す
れ
ば
、
宇
宙
の
眞
理
を
達
觀
し
て
、
之
と
一
致
す
る
こ
と
を
得
べ
し
。
所
謂
容
貌
愚
な
る
が
如
き

を
以
て
、
聖
人
と
な
す
な
り
。
韓
非
子
は
此
の
態
度
を
君
臣
の
間
に
應
用
し
た
る
者
な
り
。
な
ほ
韓
非
が
如
何

に
老
子
を
解
釋
し
た
る
か
は
、
解
老
喩
老
の
二
篇
を
見
よ
。

　
　
　
　
　
第
四
　
韓
非
子
の
批
評

　
其
一
、
荀
子
と
韓
非
子
。
戰
國
時
代
に
生
れ
た
る
韓
非
子
が
、
社
會
の
暗
黒
方
面
の
み
を
見
て
、
君
臣
の
關

係
も
父
子
の
關
係
も
、
歸
す
る
所
は
利
害
問
題
な
り
、
俚
諺
の
所
謂
「
人
を
見
た
ら
泥
棒
と
思
へ
」
と
い
ふ
が

如
く
、
如
何
な
る
人
も
信
用
す
べ
か
ら
ず
と
な
し
た
る
は
、
已
む
を
得
ざ
る
こ
と
な
る
が
、
更
に
其
の
學
統
を

尋
ね
て
、
荀
子
を
師
と
し
た
る
を
見
る
時
は
、
決
し
て
其
の
偶
然
の
結
論
に
非
ざ
る
を
知
る
べ
し
。
荀
子
は
孟

子
の
性
善
に
對
し
て
性
惡
を
主
張
し
、
之
を
矯
む
る
が
爲
に
、
聖
人
出
で
て
禮
を
定
め
た
る
を
論
ず
。
韓
非
子

が
人
を
專
ら
利
己
的
と
認
め
た
る
は
、
則
ち
性
惡
説
よ
り
來
り
、
其
の
法
の
尚
と
む
べ
き
を
述
べ
た
る
は
、
禮

よ
り
來
り
た
る
者
な
り
。
又
韓
非
子
の
説
難
は
、
文
學
上
不
朽
の
文
章
に
し
て
、
其
の
人
情
を
穿
ち
た
る
點
に

於
て
も
極
め
て
犀
利
な
る
者
な
る
が
、
此
粉
本
は
、
既
に
荀
子
非
相
第
五
に
出
づ
。
曰
く
「
凡
そ
説
の
難
き
は

至
高
を
以
て
至
卑
に
遇
ひ
、
至
治
を
以
て
至
亂
に
接
す
る
な
り
」
と
。

　
其
二
、
始
皇
帝
が
韓
非
子
を
悦
び
し
所
以
。
秦
國
は
商
鞅
以
來
、
富
國
強
兵
を
目
的
と
し
、
國
家
至
上
主
義
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を
執
り
、
法
治
主
義
を
行
ふ
。
由
來
秦
國
は
春
秋
時
代
よ
り
し
て
、
稍
や
列
國
と
異
な
る
色
彩
を
有
し
、
武
力

を
以
て
著
は
る
。
故
に
往
々
目
的
の
爲
に
手
段
を
擇
ば
ざ
る
の
國
な
り
。
さ
れ
ば
左
傳
襄
公
十
四
年
に
、
秦
人

が
〻
發
達
し
、
昭
王
に
至
り
て
は
或
は
楚
の
懷
王
を
欺
き
、
或
は
趙
を
脅
か
し
て
、
和
氏
の
璧
を
奪
は
ん
と
せ

し
が
如
き
事
あ
り
、
其
の
六
國
を
滅
す
手
段
も
、
多
く
は
流
言
を
放
ち
て
其
の
君
臣
を
間
疎
し
、
或
は
臣
下
を

賣
收
し
、
或
は
暗
殺
を
行
は
し
む
、
さ
れ
ば
虎
狼
の
秦
と
は
實
に
當
時
の
流
行
語
な
り
。
然
る
に
韓
非
子
の
所

論
全
く
商
鞅
と
一
揆
に
出
で
て
、
秦
の
傳
統
的
政
策
と
一
致
す
る
も
の
あ
り
、
其
の
眼
中
に
は
君
主
あ
る
の
み
、

國
家
あ
る
の
み
、
然
か
も
其
國
家
は
偏
武
的
に
し
て
、
壓
制
的
な
り
。
秦
始
皇
が
海
内
一
統
の
後
、
苛
法
を
施

き
書
を
焚
き
儒
を
坑
に
せ
し
は
、
李
斯
の
言
の
聽
く
所
な
り
と
雖
も
、
韓
非
豫
め
之
が
素
地
を
な
し
た
る
者
と

い
ふ
べ
し
。

　
其
三
、
韓
非
と
「
マ
キ
ア
ベ
リ
ー
。
」
韓
非
が
國
家
至
上
主
義
を
唱
へ
、
且
つ
君
主
の
心
得
即
ち
術
を
細
説

し
た
る
は
、
頗
る
「
マ
キ
ア
ベ
リ
ー
」
に
似
た
り
。
其
の
「
プ
リ
ン
ス
」
（
近
時
興
亡
史
論
刊
行
會
に
於
て
本

書
を
譯
し
君
主
經
國
策
と
い
ふ
）
の
第
十
五
章
よ
り
第
十
九
章
に
至
る
ま
で
數
章
は
、
要
す
る
に
君
主
に
僞
善

矯
飾
の
必
要
な
る
を
説
き
た
る
者
に
し
て
、
其
の
前
提
は
人
心
を
以
て
、
專
ら
利
己
主
義
的
な
り
と
す
る
に
往

り
。
韓
非
子
が
老
子
の
説
を
應
用
し
て
君
主
に
勸
む
る
に
見
る
も
見
ざ
る
が
如
く
、
知
る
も
知
ら
ざ
る
が
如
く

し
て
、
只
管
に
臣
下
の
擧
動
を
注
意
す
べ
し
と
い
ふ
は
、
是
れ
亦
一
種
の
矯
飾
に
し
て
、
人
を
欺
く
の
太
甚
し

き
者
な
り
。
な
ほ
韓
非
子
一
派
の
政
治
學
説
と
近
時
の
「
ト
ラ
イ
チ
ケ
」
と
の
對
照
に
至
り
て
は
、
余
既
に
之

を
丁
酉
倫
理
會
雜
誌
に
公
表
し
た
れ
ば
、
今
之
を
省
略
す
。
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其
四
政
法
と
道
徳
と
の
區
別
。
何
れ
の
國
を
問
は
ず
、
政
治
法
律
と
道
徳
と
は
古
來
皆
混
一
せ
ら
れ
た
る
者

に
て
「
プ
ラ
ト
ー
」
の
「
レ
パ
プ
リ
ッ
ク
」
又
は
孔
孟
の
學
説
皆
然
ら
ざ
る
は
な
し
。
然
る
に
西
洋
に
於
て
、

此
二
者
の
間
に
截
然
た
る
區
別
を
設
け
た
る
の
端
緒
は
、
實
に
「
マ
キ
ア
ベ
リ
ー
」
よ
り
始
ま
る
。
韓
非
子
も

亦
此
點
に
於
て
、
頗
る
見
る
べ
き
者
あ
り
。
彼
は
孝
子
必
し
も
忠
臣
な
ら
ず
、
義
士
必
し
も
愛
國
者
な
ら
ざ
る

こ
と
を
論
じ
た
り
、
儒
教
に
於
て
、
親
の
仇
を
不
倶
戴
天
と
な
し
、
之
を
復
す
る
を
人
子
の
義
務
と
認
め
た
る

も
、
韓
非
よ
り
す
れ
ば
、
私
鬬
の
一
種
な
る
べ
し
、
固
よ
り
韓
非
に
此
の
實
例
あ
ら
ざ
る
も
、
五
蠧
顯
學
諸
篇

に
於
て
「
君
の
直
臣
は
父
の
暴
子
な
り
、
父
の
孝
子
は
君
の
背
臣
な
り
」
と
い
ひ
、
又
私
鬬
を
禁
じ
儒
侠
を
却

け
た
る
を
見
る
と
き
は
、
少
な
く
と
も
儒
教
は
所
謂
「
忠
臣
は
孝
子
の
門
よ
り
出
づ
」
と
い
ふ
如
き
思
想
と
、

相
反
す
る
者
な
き
に
非
ず
。
是
く
道
徳
と
政
法
と
の
間
に
差
違
を
設
け
た
る
は
、
實
に
一
種
の
卓
見
な
り
と
い

ふ
べ
し
。
又
韓
非
子
が
五
蠧
篇
に
於
て
人
の
道
徳
的
觀
念
が
、
經
濟
上
の
變
遷
に
よ
り
、
自
ら
相
異
あ
る
者
な

る
を
論
じ
、
「
マ
ル
サ
ス
」
の
人
口
論
に
似
た
る
口
調
も
て
人
口
の
増
加
を
述
べ
、
人
生
は
畢
竟
競
爭
な
り
と

斷
じ
、
古
今
を
一
括
し
て
「
上
古
は
道
徳
に
競
ひ
、
中
世
は
智
謀
に
逐



ひ
、
當
今
は
氣
力
に
爭
ふ
」
と
な
し
た

る
は
、
既
に
國
際
聯
盟
な
ど
の
空
想
に
過
ぎ
ざ
る
を
知
る
に
足
る
べ
し
。
若
し
韓
非
子
を
し
て
今
日
に
生
ま
れ

し
め
ば
「
當
今
は
資
本
に
爭
ふ
」
と
云
は
ん
と
す
。
何
と
な
れ
ば
、
武
力
的
帝
國
主
義
は
既
に
過
ぎ
去
り
た
る

も
、
資
本
的
帝
國
主
義
は
宇
内
の
大
勢
を
左
右
し
て
、
正
義
公
道
の
行
は
れ
ざ
る
こ
と
、
な
ほ
二
千
年
前
の
外

交
と
異
な
る
な
け
れ
ば
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
柳
司
氣
太
識
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